
 

4－2. 基本設計概要説明調査 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



5. 事業事前計画表（基本設計時） 
1. 案件名 

ブルンジ共和国ブジュンブラ市内医療設備整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

内戦による国の基礎的社会サービス体制の崩壊は深刻な問題であり、中でも保健医療分野は、極端

な人材不足、医薬品・医療機材の運営管理の放置等による診療業務の停滞・低下といった多くの問題

を抱え、国際社会の支援を受けた復興・開発のプロジェクトが進められている。しかしながら、乏し

い国家予算からの保健医療分野への予算割り当ても困難であり、各種の保健指標は依然として周辺国

と比較して劣悪な状況にある。特に母子保健に係る指標は世界的にも最も悪い国のひとつである。

（例：5 歳未満児死亡率 190/1000 出生（2004 年）、妊産婦死亡率 1000/10 万出生（2000 年））。 

このような状況を改善するため、2006 年に妊婦・5 歳未満児の診療を無料化する大統領令が出され

たが、この結果として病院に患者が集中することとなり、リファラル体制が機能しなくなった。特に、

首都ブジュンブラ市（ブジュンブラ・メリー州）の公立病院（2次及び 3次医療施設）は国のトップリ

ファラル施設であることから、全国からの紹介患者や無料診療制度による患者が集中し、手一杯の状

況にある。保健センターについては、市内を 3 地区に分割しそれぞれの地域で 1 次医療サービスを行

っており、通常分娩への対応も 3 ヵ所の保健センターで実施しているが、病院での分娩集中を軽減す

るために 2008 年中にさらに 3ヵ所の保健センターでも分娩サービスを開始する計画がある。しかしな

がら、予算の不足により必要な機材の更新・補充が出来ない状況にある。 

係る状況から、首都ブジュンブラ市にある 3 ヵ所の病院と 9 ヵ所の保健センターの母子医療サービ

スを改善・強化すべく、本プロジェクトは対象施設の産科関連機材を整備する。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

 本プロジェクトは、ブジュンブラ市内にある公立の 3 病院と 9 保健センターに対し、産科・新生児

ケアに関連する医療機材を整備し、ブジュンブラ市及び近隣州住民に対する母子保健医療サービスの

向上を目的とする。 

（対象州の人口：約 50 万人、出産可能人口（15～44 歳）：11.5 万人、妊産婦数：約 2.6 万人） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 3 ヵ所の病院において分医療機材が整備される。 

イ 9 ヵ所の保健センターにおいて分娩関連機材が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 3 病院の産科部門の医療機材を整備する。 

イ 9 ヵ所の保健センターの分娩関連機材を整備する。 

ウ 対象施設において分娩関連機材を使用して分娩・新生児サービスを行う。 

(4) 投入（インプット）  

ア 日本側：無償資金協力 2.30 億円 

イ 相手国側： 

（ア）銀行手数料：0.01 億円 

（イ）機材の運営・維持管理に係る経費：0.09 億円 

 (5) 実施体制 

主管官庁及び実施機関：保健・エイズ対策省 

4. 無償資金協力案件の内容 



(1) サイト 

ブジュンブラ市（ブジュンブラ・メリー州） 

(2) 概要 

ブジュンブラ市にあるプランス・レジャン・シャルル病院、プランス・ルイ・ルワガソレ病院、

カメンゲ大学病院の産科部門及び市内 9ヵ所の保健センターへの分娩関連機材の調達 

(3) 相手国側負担事項 

銀行手数料 

(4) 概算事業費 

   合計 2.30 億円（日本側 2.30 億円、「ブ」国側 0.01 億円） 

(5) 工期 

入札関連業務、調達監理業務期間を含め、約 12 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

  なし 

5. 外部要因リスク（プロジェクトの全体計画の目標の達成に関するもの） 

なし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

なし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提言 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

本プロジェクトで対象医療施設に産科関連機材を導入することにより、下記の項目が改善される

と考えられる。 

① 病院が３次施設としての機能を回復し、妊産婦死亡率、乳児死亡率が下がる。 

② 保健センターにおける正常分娩数が増える。 

現在、北部 2ヵ所、南部 1ヵ所の計 3ヵ所で通常分娩を扱っており、2007 年には 307 件の分娩があ

った。平均すれば 1ヵ所の保健センターで年間 100 件の分娩を実施している。 

本計画で、新たに分娩サービスを行う保健センター3 ヵ所を含めた計６ヵ所の保健センターに分娩

機材を調達することになれば、単純計算しても 6 ヵ所の保健センターで年間 600 件の分娩に対応で

きるようになる。下表のそれぞれの保健センターの受け持ち地域の妊婦検診数から、これらが全て

正常分娩であり、保健センターで分娩すると仮定すればその数はもっと多くなる。 

妊婦検診 分娩件数 地域 分娩サービ
ス 

保健センター
名 2006 2007 2006 2007 2011 

実施 カメンゲ 363 762 17 103 増加する 

実施 ブテレレ 347 285 10 50 増加する 

実施予定 ンガガラ 664 489 ― ― 増加する 

北部 

実施予定 ムタクラ 15 178 ― ― 増加する 

実施 ムサガ 460 416 113 154 増加する 南部 

実施予定 カニョシャ 734 685 ― ― 増加する 

 ③全ての保健センター9ヵ所へ産科検診用機材を整備することにより、妊婦検診が可能となり、病 

 院への負担が軽減される。 

(2) その他の成果指標  

なし 

(3) 評価のタイミング 

2011 年以降（機材稼動開始後 1年経過後） 

 



6. 参考資料／入手資料リスト 

調査名 ブルンジ国ブジュンブラ市内医療設備整備計画   

 

番号 

 

名   称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 

 

発行機関 

 

発行年

１ ORGANIGRAMME DU CENTRE 

HOSPITALO-UNIVERSITAIRE DE KAMENGE 

図書 コピー CHUK 2008年

２ DU PLAN FUTUR DE FORMATION A 

L’INVESTISSEMENT EN RESSOURCES 

HUMAINES 

図書 コピー CHUK 2008年

３ CHUK質問票回答 図書 オリジナル CHUK 2008年

４ HPLR組織図 図書 コピー HPLR 2008年

５ PLANIFICATION PNSR 2008 図書 コピー HPLR 2008年

６ BUDGET, REVENUS ET DEPENSES 図書 コピー HPLR 2008年

７ ESTIMATION DE L’IMMEUBLE 図書 コピー HPLR 

 

2008年

８ HPLR質問票回答 図書 オリジナル HPLR 2008年

９ HPRC組織図 図書 コピー HPRC 2008年

１０ REPUBLIQUE DU BURUNDI MINISTERE DE LA

PLANIFICATION, DU DEVELOPPMENT ET DE

LA RECONSTRUCTION 

図書 コピー 保健省 2008年

１１ ACHATS ET REPARATION DES EQUIPMENTS 

MEDICAUX 

図書 コピー HPRC 2008年

１２ PLAN DE RENFORCEMENT DES CAPACITES 図書 コピー HPRC 2008年

１３ PERSONNES RESPONSABLES DE LA 

MAINTENANCE 

図書 コピー HPRC 2008年

１４ 修理報告 図書 コピー HPRC 2008年

１５ FEUILLE D’INVENTAIRE DU MATERIEL ET

MOBILIER 

図書 コピー HPRC 2007年

１６ BUDGET DE L’HPRC 2008 図書 コピー HPRC 2008年

１７ INVESTISSEMENT 図書 コピー HPRC 2008年

１８ BUDGET DES DEPENSES 図書 コピー HPRC 2008年

１９ SITUATION DES VENTES DE JANVIER A 

DECEMBRE 2006 

図書 コピー HPRC 2008年

２０ HPRC質問票回答 図書 オリジナル HPRC 2008年

２１ 保健省質問票回答 図書 オリジナル 保健省 2008年

２２ 保健局質問票回答 図書 オリジナル 保健局 2008年
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